
第８回 木曽川下流水防災協議会

開催概要 ◆日時：令和４年７月１日（金） 11：00～12：00

◆場所：木曽川下流河川事務所及びWEB会議方式

▲開催状況

実施内容

〇事務局による各市町村の「木曽三川下流部の取組方針」令和３年度の
フォローアップの報告

〇各市町村の出席者及び事務局による令和３年度の取り組みと今後の取
り組みに関する報告、意見交換を実施

〇名古屋地方気象台次長による防災気象情報の伝え方の改善の説明

〇令和３年８月の大雨による木曽川水系の出水状況、「尾張大橋・伊勢
大橋」周辺の緊急対策、重要水防箇所合同巡視についての情報共有

意見交換

木曽岬町（加藤町長）：万が一の災害の時には的確で迅速な情報が全て
を左右すると考えている。そのため災害の直前、最中、事後において正
確な情報をいち早く共有して頂きたい。

桑名市（伊藤市長）：３年前に津気象台より高潮の注意情報の共有があ
り、その情報を活用して対応した。同様に、今後も全体で情報を共有し
て頂きながら対応したい。関係各所においては今後も情報共有に努めて
頂きたい。

名古屋地方気象台（林次長）：逐次状況が変化する中で、タイムリーな
形で正確な情報、幅広い方への報道も通じた情報提供を今後とも実施し、
オール気象庁で情報改善に努める。

津地方気象台（本松台長）：ホットライン等を含めて迅速な情報発信に
努める。

木曽川下流河川事務所（大坪所長）：情報の共有は重要だと考えている
ため、引き続きWEB会議なども活用し情報共有に努める。今後、流域タイ
ムラインの作成を行っていくため、情報提供についても踏まえて作成す
る。 ▲議事次第
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